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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 42,73 42,52 -0,21 45,31 -2,79

USD / BRL Spot BRL 2,3321 2,3341 +0,0020 2,1761 +0,1580

USD / JPY Spot JPY 99,64 99,25 -0,39 98,58 +0,67

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 51.804 52.230 +426 53.150 -920

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 206,8 205,9 -0,9 148,0 +57,9

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,33 12,20 -0,13 11,45 +0,75

DI Future Apr14（金利先物） % 10,11 10,11 +0,00 9,88 +0,23

3 Months US Dollar Libor % 0,239 0,241 +0,002 0,244 -0,003

CRB Index（国際商品指数） Index 273,4 273,5 +0,1 286,6 -13,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年11月14日

Indicator Unit 11月12日

昨日のドルレアルスポット相場は介入警戒とレアルへの懸念に挟まれて小動きの展開でした。朝方は前日
に続いて中銀がスワップロールオーバーを実施するとアナウンスしたことなどから前日比レアル高の２．３２
台前半から始まりましたが、９月の小売売上高が市場予想を下回ったためレアル買いは続かず２．３２台
後半でのもみ合いとなりました。その後、先週分の為替フロー統計で１９億ドルの資金流入が確認された
もののレアル買いで反応しなかったため、米緩和策縮小への懸念からレアルじり安となり２．３３台へレアル
は売られました。引けにかけては小動きとなり、結局２．３３台前半で引けています。

次期ＦＲＢ議長に指名されたイエレン氏の指名承認公聴会の証言テキストが昨日事前に公開されました。
それによると、「潜在成長を下回る現在の景気を回復させることが金融政策を正常に戻す最も確実な方法
だと確信している」と強調され、米経済が力強さを取り戻すまで現行金融緩和策の維持を示唆しました。
米緩和策縮小への懸念から最近のレアルは売られていたので買い戻される可能性はありますが、緩和縮小
開始が先送りされるとしても数ヶ月単位と見られておりその持続性には疑問が残ります。

今朝発表された９月の経済活動指数は前月比０．０１％減と市場予想の０．１９％増を下回りました。昨日の
低調な小売売上高と併せて未だに懸念が燻る状態です。

2013年11月14日

11月13日 10月11日

Banco Sumitomo Mitsui Brasileiro S.A.   DAILY MARKET REPORT

1,90

2,00

2,10

2,20

2,30

2,40

2,50

ドルレアルスポットチャート

35

40

45

50

55

レアル円スポットチャート

Treasury Department


